
このマーク、ごぞんじですか？ 

「有機ＪＡＳマーク」というマークです。 

このマークがついた食品には「約束」があります。 

どこかで見かけたら思い出してください。 

みなさんに選んでもらうために 

いくつもの「約束」を守ってつくられた 

食べものがあることを。 

めぐりめぐる自然のいとなみを大切にしてつくられた 

食べものに、このマークがついていることを。 

 

約
束 が あ る 食

べ も の



 
自然の力をいかしてつくります 
 
 

 
畑から食卓まで約束をリレーします 
 
 
 

 
１年に１度、検査を受けています 
 

「約束」のその先は…… 
 

 
 
農林水産省　消費・安全局表示・規格課 
 
 
 

小樽センター　 ０１３４-３３-５９６９ 
横浜センター　 ０４５-２０１-７４３６ 
神戸センター　 ０７８-３３１-７６６２ 
門司センター　 ０９３-３２１-２６６４ 
 

「約束」 

「約束」 3

03-3502-8111（代） 
  http://www.maff.go.jp/soshiki/shokuhin/heya/jasindex.htm 

 
（独）農林水産消費技術センター 
 
 
 
 

ホームページ 

ホームページ http://www.cfqlcs.go.jp

地方農政局・規格課及び地方農政事務所表示・規格課 

本部　　　　　  ０４８-６００-２３７１ 
仙台センター    　 ０２２-２９３-３９７２ 
名古屋センター　 ０５２-２３２-２０２８ 
岡山センター　 　０８６-２２２-７０６０ 
 

有機JAS制度についてのお問合せ先 

野菜やお米などの農産物や、それらからつくられる加工食

品に「有機」と表示できるのは、有機ＪＡＳマークがついた

ものだけです。そしてまた、有機ＪＡＳマークをつけることが

できるのは、認定を受けた農家や工場などだけです。 

認定を受けるためには、「約束」どおりにつくることと、それ

が確かめられる記録があることが必要です。それを農林

水産省に登録された認定機関が検査して、それに合格し

て、はじめて有機ＪＡＳマークが使用できるのです。そして、

きちんと約束どおりにつくっていることを証明するため、

１年に１度、検査を受けることもまた「約束」になっています。 

自然の力をいかしてつくられた野菜やお米、牛肉や卵は、

その自然さを生かしたまま食卓に届けたいものです。だか

ら、ほかの普通につくられたものとまじらないよう、また、農

薬などに汚染されないようにしなければなりません。お米

を精米するところ、野菜を袋づめするところ、肉を切り分

けるところなども、こうした「約束」を守っています。それら

を材料に、みそやお茶、ヨーグルトなどといった、いろいろ

な加工食品をつくるところも同じです。材料も、つくり方

も、「約束」を守ったものでなければ、できあがったものに

有機ＪＡＳマークをつけることはできないのです。 

「約束」はもちろん、みなさんのために 

あります。でも、それだけではありません。 

わたしたちは、さまざまな生きものたち 

のおかげで生きています。その生きも 

のたちが暮らしていける環境を守るこ 

とも「約束」の目的です。そしてそれは、わたしたちの食を

守ることにつながってもいるのです。 

「約束」のない食べものに比べると、値段はほんのちょっ

と高いかもしれません。でも、「約束」のための値段と考

えたら、どうでしょう？ 

そして、みなさんがこのマークを選べば、「約束」がある食

べものは、これからも増えていくのです。 

1「約束」 

2

有機JASマークは 
 

太陽と雲（雨）が植物 
をはぐくむことを 
イメージしています。 
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もともと、畑や田んぼは、まわりにある自然のものや、その

畑や田んぼから出るわら、近くで飼っている動物のフンを

肥料にしていました。自然にあるものや生き物がつくりだ

したものだけで、野菜やお米をつくり、牛やニワトリを育て

るーーそれが有機ＪＡＳの基本です。それだけではうまくい

かない場合に限って、決められた肥料や薬を使用するこ

とが許されています。加工食品の場合も、使える食品添

加物が厳密に定められていて、それ以外のものは使用で

きません。自然によりそって、自然にあるものでつくる、と

いうことが有機ＪＡＳマークの「約束」なのです。 

 

みなさんで育ててください 
 


